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※１ 

人口減少と地域経済

縮小の克服に向けた

まち・ひと・しごとの創

生と好循環の確立の

ため平成 27 年 10 月

に策定した地方版総

合戦略。 

第１章 基本計画の策定 
 

 

１ 策定の趣旨 

 

  総合計画基本構想では、「豊かな自然と歴史・文化につつまれ 人と人がつ

ながる 市民創造都市 高岡」をまちの将来像に掲げ、17 のめざすまちの姿

を目標として設定しています。 

  第３次基本計画は、基本構想で示した市の基本的な取り組みの方向性に基

づき、中期的な視点に立って、計画的かつ効果的に施策の推進を図るため策

定するものです。 

 

 

２ 計画期間 

 

  第３次基本計画の期間は、平成 29 年度から平成 33 年度までの５年間とし

ます。 

 

 

３ 計画推進の考え方 

 

  まちの将来像を実現するためには、17 の目標に向かって各施策を着実に遂

行することが求められます。 

  目標達成に向けた施策の遂行にあたっては、『共創』『再発見』『発信』の３

つのキーワードを大切にしながら、総合的・横断的に取り組んでいきます。 

  また、人口減少社会においても、各地域の人々が生き生きと暮らしていく

ために、「未来高岡」総合戦略※１の基本的な考え方である〈人口減少と地域

経済縮小の克服に向けたまち・ひと・しごとの創生と好循環の確立〉を「リ

ーディングプロジェクト」と位置付け、４つの基本目標に基づき先導的・重

点的に取り組みます。 

 

 

４ 計画の進行管理 

 

  本計画における施策は、実施計画としてまとめる個別の計画事業の実施に

より推進していきます。 

  個別の計画事業については、ＰＤＣＡサイクル〈政策協議・予算編成〉〈事
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業実施〉〈事業の評価〉〈事業の見直し〉により進行管理していきます。 

  また、簡素で効率的な行財政の推進を図るため、事務事業の検証及び選択

と集中による整理・合理化を進めるとともに、地域の特殊性やバランスを考

慮しながら公共施設マネジメントを強化し、持続可能な財政構造の構築に取

り組みます。 

 

 

（施策の表示） 

 

アラビア数字（1～17）・・めざすまちの姿 

丸囲い数字（①～⑤）・・ 施策 

現状と課題 

・施策ごとの中期的な現状や課題を示しています。 

施策の展開 

・当施策の取り組み内容を示しています。 

まちづくり指標 

・当施策の取り組みの成果を計る上でもっともふさわしいと思われる代表

的なものを示しています。また、その設定にあたっては、その施策の取

り組みによって市民の暮らしや環境がどう変わるかという視点を大切に

しています。 

主な事業 

・当施策を推進するための主な事業を示しています。 
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第２章 土地利用方針 
 

 

１ 土地利用方針 

 

 (1) 都市的土地利用 

  ○新幹線や高速道路の高速交通網を活かし、大都市圏や近隣都市とのヒ 

ト・モノ・コトの交流の拡大や効率的な土地利用の展開を図ります。 

  ○自然環境、農業生産環境の維持保全を図りつつ、良好な住宅地の供給や

まとまりのある企業用地の確保に努めます。 

  ○歴史的な町並みや歴史的建造物の周辺では、歴史的風致の維持向上に配

慮した土地利用を誘導します。 

  ○市街地においては公共事業の実施や土地の流動化に資するため、土地の

境界の明確化に取り組みます。 

  ○公共交通の利便性の向上に努めるとともに、居住機能や都市機能の適切

な立地に向けた誘導を図り、コンパクト・アンド・ネットワークのまち

づくりを推進します。 

 

  ア 住宅地 

   ・中心市街地においては、密集市街地の改善など居住環境の向上を図り

ます。 

   ・鉄軌道駅等の周辺では、公共交通への良好なアクセスを活かせるよう都

市機能及び居住機能の誘導を図ります。 

   ・伏木、戸出、中田、牧野、福岡地区等の周辺市街地では、住民が快適

な生活を送ることができるよう、良好な居住環境の形成を図ります。 

   ・市街地隣接地域等では、周辺環境に配慮し、住宅地等の無秩序な拡大

を抑制します。 

  イ 商業地 

   ・中心市街地の高岡駅周辺では、既存商業集積地の活性化と商業、サー

ビス、業務、教育、文化、情報等の機能の充実を図ります。 

・新高岡駅周辺地区では広域の玄関口として交流・観光等の機能の誘導

を図ります。 

   ・伏木、戸出、中田、牧野、福岡地区では、地区住民が暮らしやすい商

業地の形成を図ります。 

  ウ 工業地 

   ・工業地は北部の小矢部川、庄川河口部及び高岡市街地西部の小矢部川

沿い、能越自動車道インターチェンジ周辺、北陸自動車道スマートイ
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ンターチェンジ周辺、南部の戸出・中田地区、伏木港・富山新港の背

後地などに配置します。 

   ・周辺環境との調和、交通の利便性、既存工業集積状況などを考慮し、

企業活動の効率化・円滑化、拠点性の向上等を図るため、既存企業の

拡張や新規企業の立地に対応した工業地の形成を図ります。 

   ・流通業務機能は、能越自動車道及び北陸自動車道の有効活用と幹線道

路網などを考慮して誘導します。 

   ・伏木外港周辺は、国際交流や物流拠点としての機能の誘導を図ります。 

 

 (2) 農業的土地利用 

  ○農地は、市民への食料の安定供給の場であり、農業者の生産基盤と生活

基盤であると同時に、都市の緑地空間・保水空間としても重要な役割を

有していることから、今後とも、優良な農地の確保とその有効活用を図

ります。 

  ○地域の中心となる経営体への農地の集積・集約化を進めるとともに、地

域の特性に応じた農地の高度利用を図ります。 

  ○魅力ある農村景観の保全や農村環境の整備を計画的に推進するとともに、

生産性の低い農用地については、有効な土地利用を図ります。 

 

 (3) 自然的土地利用 

  ○ふくおか西山森林県定公園や五位ダム周辺などの優れた自然景観を有す

る地域や能登半島国定公園、二上山公園等の風致地区など、都市の自然

美を有する区域の保全を図るとともに、これの地域の特性を充分に発揮

できるよう積極的活用を図ります。 

  ○西山においては開発と自然環境との調和を図り、御坊山の丘陵地におい

ては恵まれた自然環境を保全します。 
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【土地利用概念図】 
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２ 都市構造 

 

 (1) 都心エリア 

  ○県西部地域の中核的都市としてふさわしい、にぎわいと魅力ある空間の

創出を図るため、都心軸を中心に「まちの顔」として一体的に創り上げ

ていく空間を都心エリアと位置付け、各ゾーンの特性に応じた機能を配

置します。 

 

  ア 中心市街地ゾーン 

   ・まちなか居住の推進と商機能の充実を図るとともに、住民生活と交流・

観光に資する多様な都市機能の集約を図ります。 

   ・高岡駅周辺については、県西部地域の交通結節点としての立地特性を

活かした高次都市機能の集約を図ります。 

  イ 駅南ゾーン 

   ・住宅と商業施設が混在しており、周辺環境と調和のとれた良好な居住

環境の形成を図ります。  

  ウ 新高岡駅周辺ゾーン 

   ・大都市圏と飛越能地域との広域的な交通結節点としての立地条件を活

かした交流・観光機能等の誘導を図ります。 

 

 (2) 周辺市街地エリア 

  ○都心エリア周辺の市街地、伏木、戸出、中田、牧野、福岡地区の市街地

を周辺市街地エリアと位置付け、住民が地区内で快適な生活を送ること

ができるよう、日常生活を支えるサービス機能の配置や良好な居住環境

の形成を図ります。 

                                         

 (3) 交通ネットワーク 

  ア 都心軸 

   ・広域の玄関口である新高岡駅から高岡駅を経て、中心市街地に至る軸

を都心軸とし、公共交通等の連携を図ります。 

  イ 都市圏ネットワーク 

   ・都心エリアと周辺市街地エリアが一体的に機能するよう、高岡駅と新

高岡駅の２つの交通結節点を中心とした公共交通や環状放射道路によ

る連携を確保します。 

  ウ 広域交流圏ネットワーク 

   ・本市と近隣都市や大都市との広域交流を促進するよう、公共交通や放

射道路、高速交通網による連携を確保します。 
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【都心エリア整備方針イメージ】 
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